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【手続補正書】
【提出日】平成21年2月10日(2009.2.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　放射線を電気信号に変換する多数の変換素子がマトリクス状に配列された変換回路部と
、前記変換回路部を駆動制御する駆動回路と、前記変換回路部からの前記電気信号を読み
出す読み出し回路と、前記読み出し回路から出力された前記電気信号を処理する信号処理
回路と、を含む放射線撮像装置であって
　前記放射線撮像装置は、照射された放射線を前記変換回路部によって検出して前記放射
線に基づく信号を前記読み出し回路により読み出す放射線画像の読み出し動作と、前記放
射線が照射されていない期間に前記変換回路部によりオフセットデータを検出して前記オ
フセットデータに基づく信号を前記読み出し回路により読み出すオフセットデータの読み
出し動作を有し、
　前記駆動回路は、前記放射線画像の読み出し動作において前記駆動回路がまとめて駆動
制御する行の数より前記オフセットデータの読み出し動作において前記駆動回路がまとめ
て駆動制御する行の数が多くなるよう前記変換回路部を制御することを特徴とする放射線
撮像装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の放射線撮像装置であって、ここで前記駆動回路は、前記放射線画像の
読み出し動作では行ごとに前記変換素子からの前記放射線に基づく信号を読み出し、前記
オフセットデータの読み出し動作では前記変換素子からの前記オフセットデータに基づく
信号を加算して読み出すように、前記変換回路部を制御することを特徴とする放射線撮像
装置。
【請求項３】
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　請求項１に記載の放射線撮像装置であって、ここで前記駆動回路は、前記放射線画像の
読み出し動作の期間及び前記オフセットデータの読み出し動作の期間に、前記変換素子の
電気信号を加算して読み出すよう前記変換回路部を制御し、前記オフセットデータの読み
出し動作の期間に加算する行の数が、前記放射線画像の読み出し動作の期間に加算する行
の数より多くなるよう前記変換回路部を制御することを特徴とする放射線撮像装置。
【請求項４】
　請求項１に記載の放射線撮像装置であって、ここで前記信号処理手段は、前記オフセッ
トデータに基づく信号から前記オフセットデータを生成するオフセットデータ生成部を有
することを特徴とする放射線撮像装置。
【請求項５】
　放射線を照射する放射線源と、
　放射線を検出する請求項１に記載の放射線撮像装置と、
　前記放射線撮像装置から出力された信号に対して画像処理を施す画像処理部と、
　前記放射線撮像装置を制御する制御部と、を有し、
　前記制御部は、前記放射線画像の読み出し動作の期間より前記オフセットデータの読み
出し動作の期間が短くなるように、前記駆動回路、前記変換回路部、及び前記読み出し回
路を制御することを特徴とする放射線撮像システム。
【請求項６】
　放射線を照射する放射線源と、放射線を電気信号に変換する多数の変換素子がマトリク
ス状に配列された変換回路部と、前記変換回路部を駆動制御する駆動回路と、前記変換回
路部からの前記電気信号を読み出す読み出し回路と、前記読み出し回路から出力された前
記電気信号を処理する信号処理回路と、前記駆動回路、前記変換回路部、前記読み出し回
路及び前記信号処理回路を制御する制御部とを含む放射線撮像システムであって、
　前記放射線撮像システムは、照射された放射線を前記変換回路部によって検出して前記
放射線に基づく信号を前記読み出し回路により読み出す放射線画像の読み出し動作と、前
記放射線が照射されていない期間に前記変換回路部によりオフセットデータを検出して前
記オフセットデータに基づく信号を前記読み出し回路により読み出すオフセットデータの
読み出し動作を有し、
　前記制御部は、放射線画像の読み出し動作において前記駆動回路がまとめて駆動制御す
る行の数より前記オフセットデータの読み出し動作において前記駆動回路がまとめて駆動
制御する行の数が多くなるよう前記駆動回路、前記変換回路部、及び前記読み出し回路を
制御することを特徴とする放射線撮像システム。
【請求項７】
　請求項６に記載の放射線撮像システムであって、ここで制御部は、前記放射線画像の読
み出し動作では行ごとに前記変換素子からの前記放射線に基づく信号を読み出し、前記オ
フセットデータの読み出し動作では前記変換素子からの前記オフセットデータに基づく信
号を加算して読み出すように、前記駆動回路、前記変換回路部、及び前記読み出し回路を
制御することを特徴とする放射線撮像システム。
【請求項８】
　請求項６に記載の放射線撮像装置であって、ここで前記制御部は、前記放射線画像の読
み出し動作の期間及び前記オフセットデータの読み出し動作の期間に、前記変換素子の電
気信号を加算して読み出すよう前記変換回路部を制御し、前記オフセットデータの読み出
し動作の期間に加算する行の数が、前記放射線画像の読み出し動作の期間に加算する行の
数より多くなるよう前記駆動回路、前記変換回路部、及び前記読み出し回路を制御するこ
とを特徴とする放射線撮像システム。
【請求項９】
　請求項６に記載の放射線撮像装置であって、ここで前記信号処理手段は、前記オフセッ
トデータに基づく信号から前記オフセットデータを生成するオフセットデータ生成部を有
することを特徴とする放射線撮像システム。
【請求項１０】
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　放射線撮像システムの制御方法であって、
　照射された放射線を変換回路部によって検出して放射線に基づく信号を駆動回路によっ
て前記変換回路部を駆動して読み出し回路に読み出す放射線画像の読み出し動作と、
　前記放射線が照射されていない期間に前記変換回路部によりオフセットデータを検出し
て前記オフセットデータに基づく信号を前記駆動回路によって前記変換回路部を駆動して
前記読み出し回路に読み出すオフセットデータの読み出し動作を有し、
　前記放射線画像の読み出し動作において前記駆動回路がまとめて駆動制御する行の数よ
り、前記オフセットデータの読み出し動作において前記駆動回路がまとめて駆動制御する
行の数が多くなることを特徴とする放射線撮像システムの制御方法。
【請求項１１】
　放射線撮像システムの制御をコンピュータに実行させるプログラムであって、
　コンピュータに、放射線を変換回路部によって検出して放射線に基づく信号を駆動回路
によって前記変換回路部を駆動して読み出し回路に読み出す放射線画像の読み出し動作と
、前記放射線が照射されていない期間に前記変換回路部によりオフセットデータを検出し
て前記オフセットデータに基づく信号を前記駆動回路によって前記変換回路部を駆動して
前記読み出し回路に読み出すオフセットデータの読み出し動作とを、放射線撮像装置に行
わせるよう実行させ、
　前記放射線画像の読み出し動作において前記駆動回路がまとめて駆動制御する行の数よ
り、前記オフセットデータの読み出し動作において前記駆動回路がまとめて駆動制御する
行の数が多くなるよう実行させることを特徴とするプログラム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２６】
　本発明の放射線撮像装置は、放射線を電気信号に変換する多数の変換素子がマトリクス
状に配列された変換回路部と、前記変換回路部を駆動制御する駆動回路と、前記変換回路
部からの前記電気信号を読み出す読み出し回路と、前記読み出し回路から出力された前記
電気信号を処理する信号処理回路とを含み、照射された放射線を前記変換回路部によって
検出して前記放射線に基づく信号を前記読み出し回路により読み出す放射線画像の読み出
し動作と、前記放射線が照射されていない期間に前記変換回路部によりオフセットデータ
を検出して前記オフセットデータに基づく信号を前記読み出し回路により読み出すオフセ
ットデータの読み出し動作を有し、そして、前記駆動回路は、前記放射線画像の読み出し
動作において前記駆動回路がまとめて駆動制御する行の数より、前記オフセットデータの
読み出し動作において前記駆動回路がまとめて駆動制御する行の数が多くなるよう前記変
換回路部を制御することを特徴とするものである。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２７】
　また、本発明の放射線撮像システムは、放射線を照射する放射線源と、放射線を電気信
号に変換する多数の変換素子が行及び列状に配列された変換回路部と、前記変換回路部を
駆動制御する駆動回路と、前記変換回路部からの前記電気信号を読み出す読み出し回路と
、前記読み出し回路から出力された前記電気信号を処理する信号処理回路と、前記駆動回
路、前記変換回路部、前記読み出し回路及び前記信号処理回路を制御する制御部と、を含
み、照射された放射線を前記変換回路部によって検出して前記放射線に基づく信号を前記
読み出し回路により読み出す放射線画像の読み出し動作と、前記放射線が照射されていな
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い期間に前記変換回路部によりオフセットデータを検出して前記オフセットデータに基づ
く信号を前記読み出し回路により読み出すオフセットデータの読み出し動作を有し、そし
て、前記制御部は、前記放射線画像の読み出し動作において前記駆動回路がまとめて駆動
制御する行の数より、前記オフセットデータの読み出し動作において前記駆動回路がまと
めて駆動制御する行の数が多くなるよう前記駆動回路、前記変換回路部、及び前記読み出
し回路を制御することを特徴とするものである。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２８】
　また、本発明の放射線撮像システムの制御方法は、照射された放射線を変換回路部によ
って検出して放射線に基づく信号を駆動回路によって前記変換回路部を駆動して読み出し
回路に読み出す放射線画像の読み出し動作と、前記放射線が照射されていない期間に前記
変換回路部によりオフセットデータを検出して前記オフセットデータに基づく信号を前記
駆動回路によって前記変換回路部を駆動して前記読み出し回路に読み出すオフセットデー
タの読み出し動作を有し、ここで、前記放射線画像の読み出し動作において前記駆動回路
がまとめて駆動制御する行の数より、前記オフセットデータの読み出し動作において前記
駆動回路がまとめて駆動制御する行の数が多くなることを特徴とするものである。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２９】
　また、本発明の放射線撮像システムの制御をコンピュータに実行させるプログラムでは
、コンピュータに、放射線を変換回路部によって検出して放射線に基づく信号を駆動回路
によって前記変換回路部を駆動して読み出し回路に読み出す放射線画像の読み出し動作と
、前記放射線が照射されていない期間に前記変換回路部によりオフセットデータを検出し
て前記オフセットデータに基づく信号を前記駆動回路によって前記変換回路部を駆動して
前記読み出し回路に読み出すオフセットデータの読み出し動作とを、放射線撮像装置に行
わせるよう実行させ、そして、前記放射線画像の読み出し動作において前記駆動回路がま
とめて駆動制御する行の数より、前記オフセットデータの読み出し動作において前記駆動
回路がまとめて駆動制御する行の数が多くなるよう実行させることを特徴とするものであ
る。
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